
 

別表（第 13－４号関係）                                                                     

水産業競争力強化緊急施設整備事業事後評価報告書 

 作成部署名 岩手県農林水産部水産振興課 

目的 
質の高い稚魚の生産によりサケ資源の増大と漁業者所得の向上によ

る漁村の活性化につなげ、地域水産業の競争力を強化する。 

目標 放流稚魚の平均体重 1.5ｇ以上 岩手-3 

事業実施主体 小本浜漁業協同組合 

実施地区 岩手県下閉伊郡岩泉町小本地区 

実施期間及び目標年度 
実施期間 目標年度 

平成 28 年度～29 年度 令和７年度 

助成金額 国費 581,549,000 円                  

事業計画の内容   

施設名：小本さけ・ます人工ふ化場 

内容：既存施設解体撤去 

      管理棟 鉄骨造 2 階建 １棟（延床面積 451.24 ㎡） 

      配水棟 軽量鉄骨 3 階建 １棟（延床面積 47.25 ㎡） 

          軽量鉄骨 3 階建 １棟（延床面積 29.25 ㎡） 

      機械室棟 鉄骨造 2 階建 １棟（延床面積 90.00 ㎡） 

      飼育池 56 面、蓄養池 2 面 2,184.00 ㎡ 

      電気設備、分水槽、曝気槽、ふ化槽、浮上槽、井戸ポンプ、外構 

評
価 

取組の目標（ＫＰＩ） 漁業所得（定置網、鮭延縄、磯建網） 

 

 

 

基準年 平成 23～27 年度（５か年平均）       65,000 千円 

現状値 （令和７年度末時点） 114,719 千円  増加率  76％ 

目標値 （令和７年度末）   72,000 千円  増加率  10％ 

成果目標 放流稚魚の平均体重 

 

 

現状値 （令和７年度末時点）2.56ｇ 

目標値 （令和７年度末）1.5ｇ以上 

（１）現状値の説明 

 

改良餌の導入や回帰率向上に向けた各種取組を行い、さけ稚魚の

大型化を推進した。その結果、令和 5 年度は 3.0ｇ、令和 6 年度は

2.2ｇ、令和 7 年度は 2.56ｇと事業期間すべてで目標値を達成する

ことができた。 

（２）地域への経済

効果 

 

サケは地域の重要な資源であったが、近年の海洋環境の変化など

により、記録的な不漁となっている。 

ふ化放流事業の継続が困難になっている中、サケ資源の回復によ

る地域経済の発展に努めている。 

（３）所見 親魚の回帰が低迷している中、限られた親魚を有効活用しながら、

より質の高い大型のサケ稚魚を放流することで回帰率の改善に努め

ている。 

（４）評価機関の意見等  

今後の改善方向等に関する分析  

 



基準年

現状値

目標値

現状値

目標値

成果目標

事業計画の内容

評

価

令和７年度平成28年度～29年度

329,500千円

施設名：安家川ふ化場
事業量：管理棟・採卵棟整備（一式）
　　　　第５ふ化場整備（一式）
　　　　第６ふ化場整備（一式）
　　　　中間育成施設整備（一式）
　　　　遡上水路・ウライ設備整備（一式）
　　　　共通施設整備（一式）

（添付資料１）事業計画
（添付資料２）財産管理台帳

放流稚魚の大型化による回帰率の向上

 平成23～27年度（５ヵ年平均）　　　　　　  53,000千円

－98％増加率

目標年度実施期間

作成部署名
岩手県農林水産部水産振興課

岩手-2

　ふ化管理施設等の整備によりサケの放流稚魚のサイズの増加や飼
育環境の改善等により、回帰資源の増大を図ることで漁業者所得の
向上による漁村の活性化につなげ、地域水産業の競争力を強化する
ものである。

放流稚魚の平均体重1.5g以上

水産業競争力強化緊急施設整備事業事後評価報告書

目標

別表（別記様式第13-4号関係）

下安家漁業協同組合

岩手県野田村下安家地区

今後の改善方向等に関する分析

　親魚の回帰が低迷している中、限られた親魚を有効活用しなが
ら、より質の高い大型のサケ稚魚を放流することで回帰率の改善に
努めている。

目的

助成金額

（１）現状値の説明

（２）地域への経済効果
（ハード事業のみ）

（３）所見

（４）評価機関への意見等

実施期間及び目標年度

実施地区

事業実施主体

　（令和７年度末時点）　　　1,278千円

　（平成30年度末）　　　　　58,000千円

取組の目標（KPI) 漁業所得（野田村における定置網、その他の漁業によるサケ水揚）

増加率 1％

　（令和７年度末時点）　　　　　放流稚魚平均体重　3.07ｇ

　（令和７年度末）　　　　　　　放流稚魚平均体重　1.5ｇ

　サケは地域の重要な資源であったが、近年の海洋環境の変化など
により、記録的な不漁となっている。
　ふ化放流事業の継続が困難になっている中、サケ資源の回復によ
る地域経済の発展に努めている。

　改良餌の導入や回帰率向上に向けた各種取組を行い、さけ稚魚の
大型化を推進した。その結果、目標値を上回る平均体重３g超の稚魚
を放流し、目標値を達成することができた。


